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新型インフルエンザ対策の強化を求める意見書

　新型インフルエンザはこれまで多くの患者が軽症で回復してきた一

方で、子どもや妊婦、高齢者のほか、基礎疾患を有する方などを中心

に重症患者が増加するなど、対策の強化が急がれている。

　今後、新型インフルエンザの大流行が強く懸念されるなか、ウイル

スの性状変化による毒性の増大や薬剤耐性の獲得が生じた場合などに

備えて、これまでの対策について不断の検証を行い、新たな対策を講

じていく必要がある。

　よって、国会および政府におかれては、新型インフルエンザ対策を

強化するため、以下の施策の推進を図られることを強く求める。

１．院内感染対策の徹底など、医療従事者や重症化の恐れのある基礎

疾患を有する方などの感染防止対策を強化すること。

２．重症患者に対する適切な医療提供体制を確保すること。

３．感染拡大およびウイルスの性状変化を早期に探知するサーベイラ

ンス（調査・監視）を実施すること。

４．ワクチンの速やかな製造と公的助成による接種体制を整備するこ

と。

５．地方自治体、医療機関、一般国民に対して迅速・適切に情報を提

供すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　平成21年12月17日
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